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『ホーチミン、繁華街の夜』 

堂本泰郎氏 作 
 

《当面の行事》 

 11月 5日（金） 11月度拡大常任理事会（ZOOM会議） 

           21日（日） レモングラスの収穫とみかん狩り＆BBQ 

（クラインガルテン春日丘、参加費は 1000円） 

申込先 06-6768-4868 11月 15日までに。 
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※ 新型コロナの新規感染者数に一喜一憂の毎日を送

っているうちに、早いものでもう来年のカレンダー

の時期がやってきました。 

今年も友好協会本部が来年 2022 年のカレンダー

を作成しました。紹介します。１部 500 円で普及し

ます。Ａ4 版でベトナムの案内にもなっています。 

3 月分には現在は奈良支部の会員の小西和さんの

写真が、6 月分には府連会員で、毎月の「表紙絵」

描いていただいている堂本さんの写真が採用され

ています。             （編集部） 

友好協会本部の 

カレンダーを普及中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△ 

※ コロナ禍、第 5 波が過ぎ去り、少しはマシになって

緊急事態宣言も9月末には解除されました。ですが、

まだまだ油断はできません。府連の活動も自粛、規

模縮小を余儀なくされていて、欲求不満が溜まって

います。その中でも先日は「芋掘り＆ＢＢＱ」があ

りました。その報告です（編集部）。 

＝農園だより＝ 

芋掘り＆ＢＢＱ 

 ＝芋掘りのメンバーと収穫＝ 

この夏からベトナムの香采の植え付けを始めた川村バ

ンさん。10月 3日に、6人のベトナム人と日本人妻とお

子さんが参加され芋ほりと BBQ を楽しみました。これ 

には畑の協会メンバーが 4 名（阿久津、尼子、清水、山

本）参加しました。会員外は 1 名おられました。 
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＝サツマイモの収穫＝ 

＝レモングラスとサツマイモ＝ 

焼肉の段階で、畑でとれたレモングラスをどうする

か、みじん切

りにして焼肉

にたれと一緒

に混ぜ込みま

した。そして

網焼き。経験

のない焼肉に

みんな（とい

っても日本人

ですが）舌鼓

を打っていま

した。レモン

グラスはいま    ＝レモングラスと焼き肉＝ 

だなじみが薄く、利用の仕方がわからないので、珍しい

経 験 を

し ま し

た。 

  取

れ た て

の イ モ

は そ の

ま ま 焼

き 芋 な

どにしま    ＝ＢＢＱ、焼く係は忙しい＝ 

したが、少々甘みは足りません。しばらく寝かしてから

食する方が賢明でした。 

参 加

さ れ た

ベ ト ナ

ム 人 は

梱 包 会

社 に 勤

め て い

る 人 の

ほか、留     

    ＝ＢＢＱを囲んで団欒＝     学生でし 

た。就職する方、進学する方、帰国する方様々でした。 

12月には餅つきをしますので

また逢いましょうと約束をして

別れました。カレンダーを皆さ

ん買ってくれました。 

（文責・山本） 

＝幼いお客様＝ 

＝参加者一同（撮影者以外）＝ 
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※ ベトナムの思い出、今回は中越国境に近いラオカイ

省のサパです。 

写真で見る 

ベトナムの思い出 

（5）サパ 
古崎 勉 

写真①   

中国

国境の

町ラオ

カイ。

以前、

サパに

行くに

は、ハ

ノイから夜行列車だったが、最近は高速道路がで

きたので、ハノイから３～４時間で行ける。 

 

写真②    

少数

民族の

女性。

サパ北

方の町

バック

ハーの

市場に

は、周

りから

多種多

様な少

数民族

が集ま

る。   

写真③ 

写真④ーサパの棚田 

▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△ 

※ 友好協会の「2022 年カレンダー」でも 6 月が「サ

パの布地屋」です。古崎さんの「思い出」もサパでし

た。ちょうどこのタイミングで、ベトナムの声放送で 

 北部山岳の少数民族のモン族の話題がありましたの

で紹介します（編集部）。 

モン族の 

背負いカゴ 
2021年 10月 4日  

  

(VOVWORLD) - 山間部に居住している少数民族モ

ン族は昔から、竹や籐などを利用して家具や農具

などを作る習慣があります。その中で、背負いカゴ

はモン族の人々の生活に欠かせない存在となって

います。 

モン族の言葉で「ルコ（Lu co）」と呼ばれるカゴは

モン族の

居住地の

あちこち

で見かけ

ます。カ

ゴを背負

った女性

が畑や市

場へ出か

け、男性が玄関でカゴを夢中で編んでいるという風景は 
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モン族の居住地の典型的な風景となっています。紙作り

や刺繍、衣服は女性が担当しますが、カゴを編むのは男

性だけの仕事です。ソンラ省トゥアンチヤウ県ファクオ

ン村の村長ヴ・スア・リさんは次のように話しました。 

 

「モン族は昔から一番高く、険しい所に住んでいます。

そのため、トウモロコシや森にある山菜を運びながら、

馬さえ登ることができない坂を登ったり下りたりする

ためにはカゴは欠かせない存在です。 

モン族の背負いカゴは、背負う人によって大きさが違

いますが、直径は２０センチから５０センチです。カゴ

を編む時、竹を短く切ること、竹を細く切ること、カゴ

の本体

を編む

こと、カ

ゴの底

を編む

ことな

どいろ

いろな

工程が

ありま

す。その中で、竹を選ぶこと、竹を短く切ること、竹を

細く切ることがカゴの良し悪しを左右する大切な工程

です。 

さきほどの村長リさんは次のように話しました。 

「私は２０歳の頃、カゴを編み始めました。強固できれ

いなカゴを作るためにはそれぞれの工程で心を込めて

編まなければなりません。特に、竹を選ぶのはとても重

要です。老いた竹はカゴの強固さを決める要素です。」 

そして、強固なカゴを作るために、籐を使って底と口の

部分に施す人が多いです。モン族の男性が普段カゴを編

むのは６月から９月までの期間です。この時期は雨季な

ので、竹はしなやかで、曲げやすくなります。また、こ

れは農閑期で暇になり、秋の収穫の前に豊作への希望を

示すためでもあります。 

こうしたカゴはモン族の人々の生涯にずっと親しみの

あるものです。大人はもちろん、カゴを背負う子どもも 

多いです。ファクオン村に住むヴァ・ティ・ヴァさんは

次のように話しました。 

「子どもの頃、親と一緒に畑へ行くたびに、小さいカゴ

を背負わせました。このカゴは私たちの生活に大いに役

立っていて、本当に親しい友達のようですよ。」 

モン族の生活はどんどん変化していますが、背負いカゴ

は依然として生活に欠かせないものであり、モン族の文 

化保存に寄与するものでもあると言えるでしょう。  

▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△ 

私のランチ報告 
長島弘昌 

 「バインミー ウィン」という店の紹介です。 

場所はＪＲ環状線桜ノ

宮駅東口から徒歩 1分の

距離にあります。 

 店の外観は右の写真

の通りで、ベトナム国旗

が大きな目印です。 

 この店は、バインミーの専門店

です。 

（長島さんから届いた写真をお届けしました：今西） 



6 

 

※ 日本でも新型コロナ禍の収束はまだまだです。感染

初期には優等生に見られていたベトナムでも現在

では対応に苦慮しているようです。最近のベトナム

の声放送をお伝えします（編集部） 

疫病と安全に対応しながら、 

経済を回復する 
2021年 10月 6日  

  

(VOVWORLD) -ベトナムは「新規感染者がゼロ」

という目標を「疫病に安全的に適応しながら、

一歩ずつ経済活動を再開する」という目標へと

シフトしました。 

ベトナムは、国内と世界各国における新型コロナウイル

ス感染症の状況に見合った疫病対策に関する新たな戦

略を調整し、

積極的に展開

しています。

こ れ に 基 づ

き、ベトナム

は「新規感染

者がゼロ」と

いう目標を「疫 ＝政府の 9 月の月例会議の様子＝ 

病と安全に適応しながら、一歩ずつ経済活動を再開す

る」という目標へとシフトしました。こうしたアクセス

方法は、世界の多くの国で展開されている疫病対策戦略

と同様であると評されています。 

疫病への安全的な適応 

保健省・医療環境管理局のグエン・リエン・フォン局長

によりますと、疫病への安全な適応は、新規感染者ゼロ

という目標を追求することではなく、疫病対策に取り組

む一方、人々の生命を確保し、社会経済発展活動や市民

の日常生活を継続するということです。 

去る 10月 2日に開催された政府の 9 月月例会議で、フ

ァム・ミン・チン首相は、「社会経済の回復と発展は、

新型コロナウイルスの予防対策に大きく左右されてい

る。疫病の状況や、医療能力、疫病対策の経験、新型コ

ロナウイルスのワクチン接種プロセスに沿い、生活の要

求に応える一方、国内外の専門家の意見を参考にした上

で、ベトナムは、疫病に安全でかつ柔軟に適応し、疫病 

を効果的に抑制するという戦略を実現することにして

いる。その中で、隔離、検査、治療は依然として重要な

措置である」と強調し、次のように語りました。 

「私たちは、隔離、検査、治療という 3 本柱を堅持しな

ければなりません。隔離措置の適応を厳格にし、良好に

監視しなければなりません。検査を迅速的かつ合理的で

効果てきに実現するべきです。 

そして、感染者が重症化・死亡しないように感染者の治

療を早期に行う必要があります。その 3 本柱を基にし

て、私たちは、疫病対策に関わる良い方法を実現してい

ます。それらは、マスクの着用・消毒・間隔・大勢で集

まらない・健康申告という『5K』のスローガンを徹底

する他、ワクチン接種、治療薬、技術導入、そして市民

の意識ということです。」 

経済活動の回復 

ベトナムは、疫病への安全的な適応に努力している一

方、生産活動の回復を準備しています。去る 10 月 3 日

に、政府は、疫病対策の背景の中で、工業団地での生産

活動回復に関する指示を発布しました。特筆すべきこと

は、数ヶ月前に、ベトナムは、外国からの専門家、投資

家のベトナムへの渡航に便宜を図ると共に、経済活動に

原動力を作り出すために「ワクチンパスポート」を積極

的に展開してきました。 

外務省・領事局のグエン・フォン・ラン局長は次のよう

に語っています。 

「党、国家、政府

は、経済回復戦略

の実施に対するワ

クチンパスポート

の重要性を認めま

した。ワクチンパ     ＝ラン局長＝ 

スポートを確認することは、新規入国政策を策定し、外

国からの専門家、投資家などのベトナムへの渡航に便宜

を図り、二重の目標の遂行に貢献してゆきます。」 

ベトナムの経済専門家らは、「政府と首相は、全国民、

及び、国内外の企業共同体に新型コロナウイルスの食い

止めに向けた決意を示してきた」と認定しました。ベト

ナムは、引き続き外国投資家にとって魅力的な目的地の

存在です。 
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最近事務所に 

届いた書物 3冊

を取り扱い中 
 事務所へはいろんな物が届けられます。今回は、現在

取り扱っている書物をお伝えします。全く異なったジャ

ンルの 3 冊があります。 

 

右の絵本「友達」は

ベトナム在住の会員の

新妻さんが書かれたベ

トナム語の絵本です。

1500 円です。 

 

 

 

 

 

続く「僕のお父さんは

…」は、ドックさんのご子

息が書かれた絵本です。日

本語です。 

 

 

 

 

 

「ベトナム戦争

の…」はグエン・コ

ックさん著作を鈴

木勝比古さんが訳

されました。2500

円+税です。これは

鈴木さんから事務所に送られてきました。 

 

カレンダーも普及中ですが、これらの書物もご希望が

あれば事務所へご連絡ください。 

【事務局だより】 
〇9 月 2 日から 10 月 1 日までの間の会費納入者は、萩

原博子さんおひとりでした。預金等の残高は 646,662

円です。 

この間お亡くなりになった方々の情報を新聞等で知

りましたが、ご家族のご厚意で会費は入金していただい

ていました。誠にありがとうございます。機関紙の送付

は続けさせていただきますが、不要ということであれば

ご連絡ください。 

〇HP の更新作業が続いていますが、今月中ごろに公開

できるかと思います。 

〇そばの花見は開花が遅れていて、先月 23 日の予定は

10月 17日に延期にさせていただきました。 

〇2022 年のカレンダーの入荷がありました。1 部 500

円ですが、送料が高くつきます。送料を負担頂けたらお

送りします。本部からの送料が 1 部に 20 円弱かかって

います。10 部なら 520 円（1 部 52 円相当）5 から 7 部

のレターパックなら 370円です。150部仕入れています。 

〇コロナも落ち着いてきた、いや原因もわからず罹患者

が減っているという。人間との戦いに勝ったので、もう

いいだろうとコロナが手を緩めたのだろうか。マスクを

日常化できたのが私にとっては成長というところ。 

〇転送電話が 3通ほどあった。宣伝の中に、楽天の電話

会社からコンセントを借りたいという話。電波の発信機

を置かしてほしいという。 

〇Kさんが、クラウドファンディングで事業を拡大され

る。ベトナム人が日本で働きやすくなるための手立てを

するという（山本）。 

【これまで】 

9 月 3 日（金）9月度拡大常任理事会（6 名） 

  5 日（日）ナショナルデー企画「生活習慣の違い」 

       （談話会にＹＭＣＡから 2名） 

 17 日（金） 岡山県に吹留氏訪問（中峯・山本） 

 28 日（火） 書籍整理（古崎） 

10月 1日（金）10 月度拡大常任理事会（6名） 

  3 日（日） 芋掘り＆ＢＢＱ（12名） 

【これから】 

10月 17日（日）蕎麦の花見（於 高槻市二科） 

11月 5日（金）11 月度拡大常任理事会（ZOOM会議） 

  21日（日）ﾚﾓﾝｸﾞﾗｽ収穫とみかん狩り＆ＢＢＱ 



8 

 

 


